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表1　ホウレンソウ生産体系と10a当たり作業時間 （時間/10a）

耕うん 施肥 播種等
除草剤
散布

薬剤
散布

収穫
計量・
梱包

収穫・計
量・ 梱包

運搬
ほ場

片づけ
合計

機械化体系1) 2 3 2 0.1 0.4 13 3 ― 2 2 27.5

慣行体系2) 2 3 3 0.1 0.4 ― ― 165 2 2 177.5

注1)機械化体系は埼玉県熊谷市での調査結果

  2)慣行体系は埼玉県上里町での調査結果

水田における加工用ホウレンソウの機械化栽培 

水田転換畑を活用して、機械化と多収栽培を組み合わせた加工用ホウレンソウ 

栽培について検討しました。 

収穫の機械化により、作業時間が従来（手収穫）の２割以下の約30時間に短縮で

きます。単収は、大型栽培や再生栽培により家計消費用栽培の約２倍の3.5t/10a

が確保できます。試算によると、１haの生産で１kg80円の売り渡し価格なら、

2.5t/10a以上の収量で利益が生じることから、水田地帯における経営の１部門とし

ての加工用ホウレンソウ栽培の導入が期待されます。 
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収穫の機械化 
・使用するホウレンソウ収穫機

（MNSH-1300）は非常に高能率で、

これを利用する生産体系では、総

作業時間 27.5 時間/10a となり、

従来（手収穫）の 15.5％と大幅に

短縮されます。 

水田転換畑における施肥量（秋冬作） 
・埼玉県内の沖積土壌水田転換畑における施肥量は、全量元肥でＮ・Ｐ・Ｋとも

に 30kg（成分）/10a 程度とします。 

・10 月上旬までの播種であれば再生栽培が可能で、第 1 回目の刈り取り後の追肥

量は、元肥Ｎ30kg（成分）/10a の場合、20kg（成分）/10a 程度が適当です。緩効

性肥料の元肥一発肥料も使用できますが、刈り取り後に即効性の肥料を施用した

方が、低温期の生育は優れます。 

 

（園芸研究所 露地野菜担当  TEL 049-285-2206） 

 

家計消費用(左)と加工用ホウレンソウ（大型栽培） 

 

大型栽培の適品種 
・「大型栽培」とは、機械収穫機への適用

と大幅な増収を図るために、草丈を約 40cm

まで生育させた上で収穫する方法です。 

・この栽培法では、草丈が 30cm を超えた

頃から、新葉の縁が枯れる障害が生じるこ

とがあります。この障害が生じにくい品種

は、埼玉県の 10 月上旬まきでは、「スパ

イダー」「クロノス」です。 

 

 

図１ 損益分岐点面積 1ha の場合における単価と必要収量 

 

新葉の縁枯れ

症状（チップバ

ーン） 

 


